
福岡県立大学 2021年度第1回リカレントセミナー

デンマークの対人援助職
“ペタゴー”から学ぼう

日 時 ： 2021年12月11日（土）
13:00～15:00 第1部 リカレントセミナー
16:00～17:20 第2部 ブラッシュアップセミナー

※それぞれの詳しい内容は裏面をご覧ください。

共催：人間社会学部社会福祉学科・人間形成学科こどもコース
後援：福岡県立大学社会福祉学会

講 師 ： Trine P. Villemoes（トリーネ ヴィレモス）さん

デンマーク出身。 Pedagogの資格所持者。
2019年 University College Lillebaelt卒業後、来日。
現在は岩手県の保育園に勤務しながら、NPO法人SETの
言語・文化・交流コンサルタント、プロジェクトコーディネー
ターとして、企画開発、運営をとおして
デンマークと日本をつなぐ活動に携わる。
また、CANVASHIP Pedagog Labを立ちあげ、コンテン
ツマネージャーとして、デンマークの「Pedagog」の考え方、
実践を日本に伝える活動も行っている。

デンマークではPedagog（ペタゴー）という対人援助職が、赤ちゃんから

高齢者まで幅広い人たちの成長とその人たちが暮らす社会の成長を
サポートしています。
今回は、Pedagogの資格を持ち、日本で働くトリーネさんをお招きして、
どんな教育を受けて専門職となったのか、専門職として何を大切にして
人々にかかわっているのか、日本の保育所や学校、施設などはどのように
見えているのかなど、お話を聞けることになりました。
日本ではまだなじみのないソーシャルペダゴジーですが、社会福祉の現場
で働く私たちによい刺激を与えてくれるでしょう。ぜひご参加ください。

場 所 ： 福岡県立大学 講堂及び大セミナー室
（田川市伊田4395）

参加費
無料

ゲスト ：CANVASHIP代表 杉山旬さん

2018年CANVASHIPを立ち上げ、デンマークの教育研修
プログラムの企画運営を行う。自らデンマークでPedago
について学び、“CANVASHIP Pedagoｇ Lab”を通じて
対人援助職に向けたデンマークの理論や実践を学べる

オンラインプログラムを企画実施している。



13：00～15：00 第1部 リカレントセミナー
「遊び心のある専門職をめざして“骨は折っても、心を折るな”

ーデンマーク・ペタゴーから学ぶ」 （講義形式・通訳あり）

16：00～17：20 第２部 ブラッシュアップセミナー
「デンマーク・ペタゴーの養成教育

～特に実習の観点・評価について～」（演習形式・通訳あり）

【お申込み方法】①～③の方法でお申し込みください。
①右のQRコードを読み取り、専用フォームから申し込む。
②メールで事務局に必要事項を届け、申し込む。
③FAXで事務局に必要事項を届け、申し込む。
※必要事項：お名前（ふりがな）・所属・電話番号・e-mailアドレス

【お問い合わせ】
福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 細井・鬼塚
E-mail：onitsuka@fukuoka-pu.ac.jp FAX：0947-42-1491

日本では、安全志向で、けがをすることや、汚れること、風邪を引くことに配慮して、
雨の日に子どもたちが外では遊びません。デンマークの人はそれを見て、とても不思
議に思います。“骨は折っても、心を折るな（少しのケガなら治るけれど、心が傷つい
てしまうと、その人のその後の人生全体に大きな影響を与える）”と考えるからです。
日本では「遊び」が消極的に捉えられますが、遊びのなかでこそ人間性が育てられる
といわれます。なぜなら、遊びの空間は対等な関係性があるからです。そして、専門
職には遊び心が求められます。
デンマークの対人援助職Pedagog（ペタゴー）は、どのような哲学を学び、どのよ
うな実践をしながら、遊び心のある専門職として活躍するのでしょう。実際に
Pedagogの資格を持ち活躍しているトリーネさんから、その秘訣を学びましょう。

※第１部は講義形式ですが、皆さまからのリフレクションを歓迎します。

質疑応答の際には、どうぞ遠慮なく、ご質問・ご意見・ご感想をお聞かせください。

日本のソーシャルワーク実習は、そのプロセスに注目される傾向がありますが、日常
的な関係性に目を向けることも大切です。日常の中の専門性は、普遍化した理論で
は説明できませんが、関係性に着目して理論化される必要があります。ソーシャルペ
ダゴジー、特にデンマークのペダゴーの実践的な取り組みは、実習教育の観点・評価
とその共有に現れています。
そこで、第2部ではペタゴー養成の実習教育に注目し、演習形式でその評価方法を
学んでいきたいと思います。
※第2部は演習形式ですので、ご参加いただく皆さまには実際にワークに取り組んだり
話し合ったりする時間を設けています。趣旨をご理解いただき、主体的な
ご参加をお願いいたします。

定員
200名

定員
25名


